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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 350 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標１

目標２

目標３

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 平成14年度 平成23年度

ha 平成16年度 平成23年度

順位 平成17年度 平成23年度

順位 平成17年度 平成23年度

活力ある中心市街地の形成

防災機能が高く安全で安心して暮らせる魅力的なまちづくり

・都市「藤沢」の生成は中世期、時宗総本山遊行寺門前町を起源に、江戸期の宿場町に至り遊行寺門前一帯を中心に市街地が形成されました。
・明治後期から昭和初期に至る間、市街地から約１ｋｍ南の現在地に国鉄、江ノ電、小田急各線の「藤沢駅」が開業し、駅方向に向けて市街地外延化が進行する一方、交通結節点としての駅前へ求心力が高まり、とりわけ、市街地中心への玄関となる北
口地区への商業等都市機能立地が進み新たな都市拠点が形成されました。
・更に都市機能の充実を図るべく、都市施設の整備と、市民生活の拠点整備とを目的に昭和５０年～昭和５４年にかけて藤沢駅北口市街地再開発事業が行われました。
・藤沢駅北口市街地再開発事業は、北は藤沢村岡線までの範囲（約２ｈａ）にとどまったことにより、藤沢村岡線以北の後背地区は再開発区域内から派生する諸機能を受け入れ一体となって都心機能を発揮する土地利用に耐える都市基盤施設が不足の
まま今日まで推移し、平面駐車場等低利用のまま、商業地である特性が活かされていない状況です。
・また、マイカーの利用増や地区の集中型の道路事情とあいまって、道路交通の効率の悪化と自動車のふくそうによる歩行者の危険性が増している状況です。
・これらの諸問題を解決すべく、藤沢北口駅前地区について、平成１７年度、権利者や周辺自治会、商業者代表で構成された「藤沢北口駅前地区まちづくり検討会」を発足させ、検討会での意見、提案を基に、本地区のあるべき姿を、藤沢北口駅前地区
整備計画として取りまとめました。
・一方、その周辺地区の大部分は古くからの自然発生的な街並みからなっており、生活道路や街区公園などの身近な生活基盤の整備が遅れ、まちにうるおいを与える緑地も年々減少している状況です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・藤沢駅北口周辺については、駅直近の商業地にもかかわらず平面駐車場等低未利用地化しており土地利用の機能更新が最重要課題です。
・さらには、大型店の郊外立地により駅周辺商店街への来街回数が減少し、滞在性・買回り性が弱くなっており、駅周辺商店街の活性化が求められています。
・駅周辺地区のバリアフリー化を図ることにより、安全で快適な歩行者動線を確保し、連続的な歩行者空間ネットワークを構築することにより、自転車、歩行者の安全性を図る必要性があります。
・市街地である藤沢地区にとって緑地は貴重であり宅地開発等で減少する緑地の保全を図る必要があります。
・地区の避難施設である小中学校や、消防防災体制の拠点基地である消防分団待機宿舎の耐震化、緊急避難路での橋梁の落下防止及びまちなかのオープンスペースを確保することによりまちの防災性の向上を図る必要があります。
・準用河川滝川及び白旗川を早期に河川改修を行うことにより、住民の生命、財産を守り安全性の確保を図る必要があります。
・藤沢駅北口周辺の観光及び商業の活性化のため、その核となるべく「遊行寺」の文化や観光資源を活かす方策の検討が必要です。

（都市マスタープラン）
・「古くからあるにぎわいと、住みごこちを大切にした、歩いてたのしいまち」を地区の将来像とし、「人と車が共存する地域交通」、「くらしに息づくみどりや公園」、「安全安心にくらせる地域」、「すみよい住宅地の保全」という４つをまちづくりのテーマとして位
置づけています。
（総合計画）
・藤沢駅周辺地区は、都市拠点の機能強化と活性化の支援を図り、地区全体としては、地区別まちづくりの推進を基本に、災害に強い都市構造の構築、多様な動植物環境の保全、さらには緑のネットワーク空間の整備、消防・救急体制、学校教育施設
の整備が位置づけられています。
（その他）
・藤沢駅周辺地区では、交通バリアフリー法に基づく「藤沢市移動円滑化基本構想」を策定し、バリアフリー化を進めています。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

都道府県名 神奈川県 藤沢
ふじさわ

市
し

藤沢
ふじさわ

地区
ち く

計画期間 交付期間 23

「賑わいのある中心市街地の再生」

従前値 目標値

105,869

浸水区域の縮小 区域内で発生した浸水被害面積
河川改修事業により浸水被害面積を３割減とし、防災機能が高い
まちづくりを進める。

29.5 21

来街者数 藤沢駅北口地区への来街者数
北口駅前の賑わいを目指し、歩行者交通量１万人/日の増加を見
込む。

95,869

25地震・風水害に強い都市満足度
藤沢市の各行政施策(７２項目）についての市民満足度調査(単
純無作為抽出ｱﾝｹｰﾄによる）において、藤沢地区における「地
震・風水害に強い都市づくり」の施策満足度の順位(７２位中）

安全で安心して暮らせるまちを目指し避難施設等の耐震化を図
り、災害に対する市民の安心度を向上させる。

47

10
藤沢駅周辺の交通の便利さや活気
に対する満足度

藤沢市の各行政施策(７２項目）についての市民満足度調査(単
純無作為抽出ｱﾝｹｰﾄによる）において、「藤沢駅周辺の交通の便
利さや活気」の施策満足度の順位(７２位中）

都市拠点としてふさわしい機能強化や活性化を目指し、交通の便
利さや活気に対する満足度を向上させる。

33



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・地域に身近な消防防災体制の拠点基地である消防分団待機宿舎を耐震、耐火性に改築することにより、迅速な
消防防災活動及び地域の消防防災力の向上を図ります。

整備方針２（防災機能が高く安全で安心して暮らせる魅力的なまちづくり）

・藤沢北口駅前地区及びその以西隣接地区の救助・避難動線機能を備えた、安全安心コミュニティロードとして
整備します。

・藤沢市の都心であり来街者等が集中している藤沢駅南北広場の耐震補強を行うことにより、災害時の人的被害
を未然に防ぐとともに、交通結節点機能の安全性の確保を図ります。

・緊急輸送路に指定されている国道467号に掛かる橋梁の落橋防止対策を行うことにより災害時の避難路の確保
を図ります。

・基幹事業：道路事業(藤沢駅北口通り線、藤沢駅北口東西線、市道藤
沢83号線)
・基幹事業：道路事業（藤沢駅北口広場ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ・藤沢駅南口広
場歩道橋・大正堂歩道橋・市役所前歩道橋）
・基幹事業：道路事業(市道藤沢607号線・市道藤沢191号線)
・基幹事業：公園事業（西横須賀公園）
・基幹事業：河川事業(準用河川白旗川)

・基幹事業：地域生活基盤施設事業(本町一丁目緑地・伊勢山緑地)
・基幹事業：地域生活基盤施設事業（大道小学校､本町小学校､村岡小学
校､村岡中学校屋内運動場）
・基幹事業：地域生活基盤施設事業（地域防災施設：藤沢西地区耐震性
貯水槽）
・基幹事業：高質空間形成施設事業（準用河川滝川）　　　　　　　　　

○藤沢北口駅前地区については、平成１７年度、権利者や周辺自治会、商業者代表で構成された「藤沢北口駅前地区まちづくり検討会」を発足させ、検討会での意見、提案を基に本地
区のあるべき姿を、「藤沢北口駅前地区整備計画」として取りまとめました。今後は、事業化に向けた権利者組織の立ち上げを図っていきます。

○河川環境整備や、公園整備に際しては、ワークショップの実施による市民参加により整備を進めます。

方針に合致する主要な事業

整備方針１（活力ある中心市街地の形成）

・地区のポテンシャル高め、かつ駅から人(賑わい）をもたらし、地区内外の活動や暮らしを有機的に結びつけ
るため、駅前から地区内に人を引き込む南北方向の動線、及び周辺市街地や商店街(藤沢銀座、遊行通り）との
つながりをもたらす東西方向の動線をネットワークさせ、駅～地区～周辺商店街という新たな人の回遊(流れ）
を生みだすことにより、北口地域の賑わいの再生を図ります。

・基幹事業：道路事業(藤沢駅北口通り線、藤沢駅北口東西線、藤沢駅
北口東西歩行者専用道路、市道藤沢83号線)
・基幹事業：地域生活基盤施設事業（藤沢駅南口自転車駐車場）
・提案事業：地域創造支援事業（遊行寺便所整備・イベント）
・関連事業：（市）特定交通安全施設等整備事業（藤沢地区）
・関連事業：（市）特定交通安全施設等整備事業（藤沢本町地区）
・関連事業：（市）地域資源活用推進事業（遊行寺イベント）

・駅南口の駐輪需要に対応するため、既存自転車駐輪場の再整備(拡充）を行うことにより、歩道上への違法駐
輪をなくし、駅周辺での快適な歩行者動線の確保を目指します。

・藤沢駅北口周辺の観光及び商業の活性化のため、地区の核となるべく「遊行寺」の文化や観光資源を活かすこ
とを目的とした、商工会議所が実施するイベント事業及び観光客用に設置する便所の整備に支援を行います。

・浸水被害が発生している滝川・白旗川の改修を行い、流域住民の生活及び財産を守り安全性の確保を図ると共
に河川環境の整備を図ります。

・市民に最も身近な公園、緑地として潤いと安らぎを与える緑の空間を整備するとともに、災害時における一時
避難場所としてのオープンスペースの確保を図ります。

・提案事業：公園ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ事業（西横須賀公園）
・関連事業：消防分団待機宿舎改築事業(第６消防分団待機宿舎）
・関連事業：総合流域防災事業(滝川)
・関連事業：下水道事業（藤沢西部地区）
・関連事業：下水道事業（本藤沢７丁目地内）

・藤沢市地域防災計画に避難施設として位置づけられている屋内運動場の耐震補強を実施することにより災害時
の市民の安全確保を図ります。
・藤沢市地域防災計画の「非常用１００トン水槽設置計画」に基づき、耐震性貯水槽を整備することにより、災
害時の飲料水確保に努め地域の防災力向上を図ります。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 藤沢市 直 L=240m,W=13m 平成１９年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２３年度 1,845 1,243 1,243 1,243

藤沢市 直 L=100m,W=13m 平成１９年度 平成２３年度 平成２０年度 平成２３年度 731 672 672 672

藤沢市 直 L=27m,W=8m 平成１９年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２３年度 92 92 92 92

藤沢市 直 L=6.8m,W=10m 平成２０年度 平成２３年度 平成２０年度 平成２３年度 92 92 92 92

藤沢市 直 L=75m,W=7.5～9m 平成２０年度 平成２３年度 平成２０年度 平成２３年度 69 69 69 69

藤沢市 直 S=7,800㎡ 平成１９年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２３年度 127 127 127 127

藤沢市 直 L=450m,W=3～8m 平成１９年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２３年度 42 42 42 42

藤沢市 直 L=60.05m,W=3m 平成１９年度 平成２１年度 平成１９年度 平成２１年度 21 21 21 21

藤沢市 直 L=25.3m,W=3m 平成１９年度 平成２１年度 平成１９年度 平成２１年度 11 11 11 11

公園 藤沢市 直 S=0.23ha 平成２０年度 平成２３年度 平成２０年度 平成２３年度 682 682 682 682

河川 藤沢市 直 L=319m 平成３年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２３年度 5,033 640 640 640

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 藤沢市 直 S=0.29ha 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 6 6 6 6

藤沢市 直 S=1.06ha 平成２１年度 平成２２年度 平成２１年度 平成２２年度 153 153 153 0 153

藤沢市 直 1,190台 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 平成１９年度 21 21 21 21

藤沢市 直 ー 平成１９年度 平成２１年度 平成１９年度 平成２１年度 97 97 97 97

藤沢市 直 V=100t 平成２１年度 平成２３年度 平成２１年度 平成２３年度 60 60 60 60

高質空間形成施設 藤沢市 直 L=700m 平成１９年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２３年度 244 244 244 244

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 9,326 4,272 4,272 4,272 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
藤沢商工会議所 間 便所1式 平成２１年度 平成２１年度 平成２１年度 平成２１年度 20 20 20 20

藤沢商工会議所 間 イベント 平成１８年度 平成２３年度 平成１９年度 平成２０年度 17 17 17 17

藤沢市 直 － 平成２２年度 平成２２年度 平成２２年度 平成２２年度 3 3 3 3

合計 40 40 40 40 …B
合計(A+B) 4,312

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
藤沢市 国土交通省 L=978m ○ 平成15年度 平成21年度 2,900

藤沢市 国土交通省 L=600m,φ4000 ○ 平成19年度 平成22年度 1,412

藤沢市 国土交通省 L=652m、φ200～1800 ○ 平成16年度 平成17年度 249

藤沢市 国土交通省 S=21ｈａ ○ 平成16年度 平成25年度 2,568

藤沢市 国土交通省 S=108ha ○ 平成19年度 平成22年度 269

藤沢市 文部科学省 延床面積3715㎡ ○ 平成19年度 平成20年度 1,100

第6消防分団待機宿舎 藤沢市 １箇所 ○ 平成23年度 平成24年度 20

藤沢商工会議所 イベント ○ 平成18年度 平成23年度 45

合計 8,563

準用河川滝川

消防分団待機宿舎改築事業

下水道事業 藤沢西部地区

地域創造支援事
業

交付対象事業費 4,312 交付限度額 1,757.8

（参考）事業期間
事業主体

0

0

交付期間内事業期間
規模直／間

うち民負担分

国費率 0.408

0

0

0

0

0

うち民負担分

0

0

0

0

0

交付期間内事業期間
規模

0

0

0

0

西横須賀公園

遊行寺

遊行寺

事業箇所名

事業

0

事業箇所名

特定交通安全施設等整備事業

全体事業費所管省庁名 規模

特定交通安全施設等整備事業

事業期間（いずれかに○）

本藤沢７丁目地内

事業主体

準用河川滝川

小学校校舎大規模改造事業 本町小学校

地域資源活用推進事業 遊行寺

事業
細項目

細項目

住宅市街地
総合整備
事業

事業

準用河川白旗川

総合流域防災事業

下水道事業

ワークショップ事業

藤沢本町地区

藤沢地区

0

0

大正堂歩道橋

市役所前歩道橋

大道小学校屋内運動場他３

藤沢駅南口自転車駐車場

藤沢西地区耐震性貯水槽

西横須賀公園

本町一丁目緑地

まちづくり活動推進事業

地域創造支援事
業

市道藤沢191号線 0

藤沢駅北口広場ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ

市道藤沢83号線

伊勢山緑地

市道藤沢607号線 0

事業主体事業箇所名

藤沢駅北口通り線

藤沢駅北口東西線

直／間
（参考）事業期間

藤沢駅南口広場歩道橋



都市再生整備計画の区域

　藤沢
ふ じ さ わ

地区（神奈川
か な が わ

県
け ん

藤沢
ふ じ さ わ

市
し

） 面積 350 ha 区域

本藤沢一丁目の一部、本藤沢三丁目の一部、本藤沢七丁目の一部、花の木の一部、白旗一丁目の一部、白旗二丁目
の一部、西富一丁目、西富二丁目、西富の一部、大鋸の一部、大鋸三丁目、藤が岡一丁目、藤が岡二丁目、大鋸一丁
目、大鋸二丁目、弥勒寺一丁目、弥勒寺二丁目、藤沢の一部、鵠沼の一部、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、本
町四丁目、藤沢一丁目、藤沢二丁目、藤沢三丁目、藤沢四丁目

０ 500 1000 2000 3000

辻堂駅

国道１号線

江の島

鎌倉市

境川

茅ヶ崎市

横浜市

引
地
川

 Ｎ

柏尾川

小
田
急
江
ノ
島
線

藤沢地区（３５０ｈａ）
藤沢市役所藤沢駅

江
ノ
島
電
鉄
線

国
道
４
６
７
号
線

小
田
急
江
ノ
島
線





参考

事前評価資料



計画の名称： 藤沢地区都市再生整備計画　     　　事業主体名：　藤沢市　　　　          　

チェックチェックチェックチェック欄欄欄欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ○

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）まちづくりに向けた機運がある。 ○

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ○

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

社会資本整備総合交付金社会資本整備総合交付金社会資本整備総合交付金社会資本整備総合交付金チェックシートチェックシートチェックシートチェックシート

ⅡⅡⅡⅡ．．．．計画計画計画計画のののの効果効果効果効果・・・・効率性効率性効率性効率性

③③③③目標目標目標目標とととと事業内容事業内容事業内容事業内容のののの整合性等整合性等整合性等整合性等

①①①①都市再生基本方針都市再生基本方針都市再生基本方針都市再生基本方針とのとのとのとの適合等適合等適合等適合等

②②②②地域地域地域地域のののの課題課題課題課題へのへのへのへの対応対応対応対応

⑤⑤⑤⑤地元地元地元地元のののの熱意熱意熱意熱意

⑥⑥⑥⑥円滑円滑円滑円滑なななな事業執行事業執行事業執行事業執行のののの環境環境環境環境

（都市再生整備計画事業等タイプ）

ⅢⅢⅢⅢ．．．．計画計画計画計画のののの実現可能性実現可能性実現可能性実現可能性

ⅠⅠⅠⅠ．．．．目標目標目標目標のののの妥当性妥当性妥当性妥当性

④④④④事業事業事業事業のののの効果効果効果効果
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